
利
用
者
の
声
な
ど
に
つ
い

て
集
約
さ
れ
て
い
る
か
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
へ
の
移

行
の
実
態
と
対
策
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

反
対
討
論

基
金
等
積
立
1

億
9
5
0
0

万
円
。
少
し
で
も
加
入
者

負
担
の
軽
減
、
国
保
税
引

き
下
げ
る
べ
き
。
国
保
税

の
滞
納
者
を
減
ら
す
こ
と

は
予
防
事
業
の
充
実
や
税

の
負
担
軽
減
が
大
切
。
被

保
険
者
へ
の
一
定
の
還
元

を
行
う
べ
き
。
不
測
の
事

態
に
は
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
れ
で
対
応
す
べ
き

で
あ
る
。

賛
成
討
論

今
後
医
療
費
が
増
大
す

る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ

る
が
、
国
民
皆
保
険
制
度

は
し
っ
か
り
守
っ
て
い
か

な
く
て
は
い
け
な
い
。

次
年
度
へ
の
繰
越
し
が

1
億
3
千
万
円
あ
り
、
努

力
を
評
価
し
た
い
。

賛
成
多
数
で
認
定

国
民
健
康
保
険
診
療
所

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
認
定                 

公
共
下
水
道
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

雨
水
対
策
の
進
捗
と
今

後
の
計
画
。
下
水
道
へ
の
接

続
率
な
ど
で
の
質
疑
が
あ

り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
認
定

介
護
保
険
特
別
会
計   

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

二
次
予
防
事
業
対
象
者

数
の
状
況
に
つ
い
て
、
高

齢
者
人
口
に
対
す
る
比
率

0
・
24
%
は
全
国
平
均
か

ら
見
て
ど
う
な
の
か
。
認

知
症
地
域
支
援
推
進
事
業

の
事
業
内
容
。
お
か
え
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
取
り
組

み
内
容
と
実
情
に
つ
い
て

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
認
定

湖
南
市
水
道
事
業
会
計

余
剰
金
の
処
分
及
び
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定   

補
正
予
算
7
議
案
の
う
ち
、

主
な
議
案
の
審
査
報
告
。

平
成
28
年
度
湖
南
市   

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
4
号
）

問
　

地
域
に
お
け
る
L
E
D

照
明
導
入
促
進
事
業
の
目

的
と
内
容
に
つ
い
て
。

答　

二
酸
化
炭
素
排
出
抑

制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

で
あ
り
、
屋
外
照
明
な
ど

の
二
酸
化
炭
素
を
ど
れ
く

ら
い
削
減
で
き
る
か
な
ど

を
報
告
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
。
街
路
灯
3
5
0
0

灯
の
う
ち
1
5
0
0
灯
は

す
で
に
L
E
D
照
明
で
す

が
、
残
り
2
0
0
0
灯
に

対
し
て
の
調
査
で
、
次

年
度
か
ら
は
、
国
か
ら

6
0
0
0
万
円
の
事
業
費

に
対
し
て
25
％
の
補
助
を

採
択
し
て
い
ま
す
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
今

回
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ

た
理
由
と
除
却
工
事
へ
の

起
債
の
発
行
が
認
め
ら
れ

た
理
由
、
今
後
の
予
定
に

つ
い
て
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

ほ
か
の
施
設
と
異
な
り
、

工
場
と
し
て
の
機
能
が
あ

る
た
め
、
70
本
の
く
い
打

ち
分
や
、
地
下
タ
ン
ク
、

電
気
設
備
、
ボ
イ
ラ
ー
な

ど
の
解
体
費
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
今
年
度
内
の
解

体
事
業
と
し
、
解
体
後
の

跡
地
は
当
面
駐
車
場
と
し

て
利
用
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
通
常
の
除
却
に
対

し
て
は
起
債
の
発
行
は
認

め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
策

定
に
伴
い
、
75
％
の
充
当

率
で
除
却
に
か
か
る
地
方

債
を
借
り
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
で
廃
止
あ
る
い

は
統
合
し
て
い
く
場
合
、

除
却
に
関
し
て
は
75
％
の

起
債
が
発
行
可
能
で
す
。

ま
た
、
集
約
化
、
統
合
化

に
お
い
て
は
、
充
当
率

90
％
の
起
債
が
借
り
ら

れ
、
借
り
た
起
債
の
50
％

の
交
付
税
算
入
が
あ
る
と

い
う
制
度
で
す
。

問
　
補
正
予
算
の
内
容
か

ら
、
当
初
予
算
で
計
上
で

き
る
も
の
が
多
い
よ
う
に

思
う
。
や
む
を
得
な
い
も

の
に
対
し
て
の
補
正
で
あ

る
べ
き
で
、
見
積
も
り
が

甘
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

財
政
当
局
や
、
他
の

担
当
部
局
と
も
補
正
予
算

の
計
上
を
精
査
し
て
い
き

ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

平
成
28
年
度
湖
南
市

介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
2
号
）

基
金
へ
の
積
立
金
と
、

各
国
庫
な
ど
へ
の
返
還
金

で
す
。

問
　
見
守
り
タ
グ
ア
プ
リ

受
信
機
設
置
に
係
る
報
償

費
の
内
容
に
つ
い
て
。

答　

認
知
症
高
齢
者
の
早

期
発
見
を
図
る
た
め
、
見

守
り
タ
グ
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
築
を
め
ざ
す
も
の

で
、
民
間
事
業
者
と
実
証

実
験
を
行
う
も
の
で
す
。

見
守
り
タ
グ
を
靴
な
ど
に

付
け
て
発
信
し
、
受
信
機

設
置
個
所
を
通
過
す
る
と

受
信
す
る
も
の
で
、
高
齢

者
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

を
含
め
た
形
の
も
の
を
構

築
す
る
実
証
実
験
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決

平
成
28
年
度
湖
南
市

水
道
事
業
会
計

　
　
　

補
正
予
算（
第
1
号
）

資
本
的
収
入
の
工
事
負

担
金
、
資
本
的
支
出
の
工

事
請
負
費
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
増
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

問
　
石
部
草
津
線
老
朽
管

更
新
事
業
は
、
石
綿
管
の

取
り
換
え
工
事
で
、
こ
の

区
間
に
よ
る
石
綿
管
の
工

事
は
終
了
か
。

答　

2
回
続
け
て
起
き
た

漏
水
の
原
因
と
し
て
、

1
5
0
m
の
石
綿
管
の
取

り
換
え
を
行
い
、
こ
の
区

間
で
の
終
了
と
な
り
ま

す
。

全
員
賛
成
で
可
決

予算常任委員会

湖南市議会だより7


